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2020.

1月号

農業委員会では、農地に関する様々な
議案について審議し決定しています。

「毎月末に開催される農業委員会定例総会」の様子



2令和２年１月号

★ 

農

業

委

員

１　

�

業
務
概
要�

及
び�

募
集
人
員
等

●
業
務
概
要

　

�　
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
な
ど
の
申

請
の
審
議
を
行
う
ほ
か
、農
地
法
及
び
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
等
で
規
定

さ
れ
る
業
務
（
農
地
の
利
用
集
積
の
推

進
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
の
推

進
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　
19
人

●�

任　
　
期　
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
日

（
令
和
２
年
７
月
20
日
の
予
定
）
か
ら
３

年
間

●�

報　
　
酬　
月
額
２
０
，８
０
０
円
に
、

市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

（
市
議
会
２
月
定
例
会
で
令
和
２
年
度
当

初
予
算
案
が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
し

ま
す
。）

●
身　
　
分　
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

２　
被
推
薦
・
応
募
資
格

　
農
業
に
関
す
る
識
見
及
び
農
業
振
興
に

熱
意
を
有
し
、農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員

会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、そ
の
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
、就

任
予
定
日
に
お
い
て
、次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
者

　
①�　
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

　
②�　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　
③�　
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
の
委
員

　
④�　
中
立
委
員（
農
業
委
員
会
の
所
掌
に

属
す
る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有

し
な
い
者
）に
つ
い
て
は
、農
業
を
営

ん
で
い
る
者

３　

�

推
薦
・
応
募
受
付
期
間�

及
び�

手
続
き

　
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
・
応
募
書
は
、新

発
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
次
の
担
当
窓
口
及
び
豊

浦
・
紫
雲
寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●�

受
付
期
間　
令
和
２
年
１
月
30
日
（
木
）

か
ら
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
提
出
書
類　
推
薦
書
又
は
応
募
書

　

�　
推
薦
書
・
応
募
書
は
、令
和
２
年
２
月

28
日（
金
）ま
で
に
郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
で
、次
の
担

当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
期
限
内

必
着
。
直
接
持
参
す
る
場
合
は
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
加
治
川
支
所
内
）

　
　
〒
９
５
９
‒
２
４
９
２

　
　
新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
９
３
０

　
　

E-m
ail

： no
ugyo

u@
city.

shibata.lg.jp

４　
審
査
方
法

　
審
査
会
に
よ
る
審
査（
必
要
に
応
じ
て
面

接
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

５　
審
査
の
結
果
通
知

　
令
和
２
年
５
月
末
ま
で
に
応
募
又
は
推

薦
を
受
け
た
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

６　
そ
の
他

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
同
時
に
応
募
し
、推
薦
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、両
方
の
職
を
兼
ね
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後
の
２

回
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
左
記
事
項
を

公
開
し
ま
す
。

　
①�　
推
薦
し
た
個
人
の
氏
名
、職
業
、年

齢
及
び
性
別

　
②�　
推
薦
し
た
法
人
な
ど
の
名
称
、
目

的
、代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名
、構

成
員
の
数
、構
成
員
た
る
資
格
及
び
そ

の
他
の
推
薦
し
た
者
の
性
格
を
明
ら

か
に
す
る
事
項

　
③�　
推
薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た

者
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、
経

歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況
及
び
認
定

農
業
者
で
あ
る
か
否
か
の
別

　
④�　
推
薦
又
は
応
募
の
理
由

　
⑤�　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
推
薦

又
は
応
募
し
て
い
る
か
否
か
の
別

　
⑥�　
推
薦
を
受
け
た
者
の
人
数
及
び
そ

の
う
ち
の
認
定
農
業
者
等
、青
年（
49

歳
以
下
の
者
）
及
び
女
性
の
人
数

　
⑦�　
応
募
し
た
者
の
人
数
及
び
そ
の
う

ち
の
認
定
農
業
者
等
、青
年（
49
歳
以

下
の
者
）
及
び
女
性
の
人
数

１　
業
務
概
要�

及
び�

募
集
人
員
等

●
業
務
概
要

　

�　
農
地
法
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
等
で
規
定
さ
れ
る
業
務（
農
地
の

利
用
集
積
の
推
進
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
の
推
進
、耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
）
を

担
当
す
る
区
域
で
行
う
ほ
か
、農
地
の
権

利
設
定
や
有
効
利
用
、農
業
経
営
な
ど
に

関
す
る
農
業
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

★ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
業
委
員 

及
び 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

を
募
集
し
ま
す

■
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　
　
　
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
加
治
川
支
所
内
）　
〒
９
５
９
‒
２
４
９
２ 

新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
１
１
９
）



3 令和２年１月号

●
募
集
人
員　
22
人

●�
任　
　
期　
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
日（
令
和
２
年
７
月
20
日
以
降
を
予

定
）
か
ら
農
業
委
員
の
任
期
ま
で

●�

報　
　
酬　
月
額
１
３
，２
０
０
円
に
、

市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

（
市
議
会
２
月
定
例
会
で
令
和
２
年
度
当

初
予
算
案
が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
さ

れ
ま
す
。）

●
身　
　
分　
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

●
区　
　
域

　

�　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
担
当

す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
、そ
の
区

域
を
単
位
と
し
て
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
推
薦
及
び
募
集
を
し
ま
す
。

２　
被
推
薦
・
応
募
資
格

　
地
域
か
ら
の
信
頼
並
び
に
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
及
び
識
見
を

有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
就

任
予
定
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
者

　
①�　
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

　
②�　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者

　
③�　
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
の
委
員

３　
推
薦
・
応
募
受
付
期
間�

及
び�

手
続
き

　
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
・
応
募
書
は
、

新
発
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
次
の
担
当
窓
口
及

び
豊
浦
・
紫
雲
寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

●�

受
付
期
間　
令
和
２
年
１
月
30
日
（
木
）

か
ら
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
提
出
書
類　
推
薦
書
又
は
応
募
書

�　

�　
推
薦
書
・
応
募
書
は
、
令
和
２
年
２

月
28
日（
金
）ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
で
、

次
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
限
内
必
着
。直
接
持
参
す
る
場
合
は

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
）。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
治
川
支
所
内
）

　
　
〒
９
５
９
‒
２
４
９
２

　
　
新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
９
３
０

　
　

E-m
ail

： no
ugyo

u@
city.

shibata.lg.jp

４　
審
査
方
法

　
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
（
必
要
に
応

じ
て
面
接
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

５　
審
査
の
結
果
通
知

　
令
和
２
年
５
月
末
ま
で
に
応
募
又
は
推

薦
を
受
け
た
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

６　
そ
の
他

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
同
時
に
推
薦
、
応
募
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
両
方
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
、
同
時
に
複
数
地
区
に
推
薦
又
は
応

募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後
の
２

回
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
左
記
事
項
を
公

開
し
ま
す
。

　
①�　
推
薦
し
た
個
人
の
氏
名
、
職
業
、

年
齢
及
び
性
別

　
②�　
推
薦
し
た
団
体
な
ど
の
名
称
、
目

的
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名
、

構
成
員
の
数
、
構
成
員
た
る
資
格
及

び
そ
の
他
の
推
薦
し
た
者
の
性
格
を

明
ら
か
に
す
る
事
項

　
③�　
推
薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た

者
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、

経
歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況

　
④�　
推
薦
又
は
応
募
の
理
由

　

�

⑤�　
農
業
委
員
に
推
薦
又
は
応
募
し
て

い
る
か
否
か
の
別

　
⑥�　
地
区
名
ご
と
の
推
薦
を
受
け
た
者

又
は
応
募
し
た
者
の
人
数
並
び
に
そ

の
う
ち
の
青
年
（
49
歳
以
下
の
者
）

及
び
女
性
の
人
数

地区名 地区の区域 人数

新 発 田

新栄町、富塚町、住吉町、舟入町、 
大栄町、御幸町、中曽根町、新富町、
東新町、本町、豊町、諏訪町、中田町、 
小舟町、緑町、城北町、舟入、弓越、 
富塚、奥山新保、中曽根、高浜、板敷、 
東 塚 ノ 目 、 中 田 、 西 名 柄 、 島 潟 、 
道賀、長畑、桑ノ口、下名柄、中谷内、 
小舟渡

２

佐 々 木
佐々木、上中沢、西蓑口、飯島甲・乙、 
下興野、太田新田、飯島新田、鳥穴、 
砂山、曽根、日渡、則清、則清新田、 
西宮内、北蓑口

２

米 倉
赤 谷
五十公野

米倉、大槻、山内、中々山、滝谷、 
上赤谷、滝谷新田、江口、丑首、上内竹、 
下内竹、五十公野（天ノ原、小路、杉原、
外城、上町、下町、七軒町、山王）、
山崎、小見、古寺、上新保、下新保、 
金谷、豊町２丁目、豊町３丁目

３

松　　浦
大 崎 、 六 日 町 、 八 幡 、 八 幡 新 田 、 
小友、浦新田、浦、法正橋、松岡、 
荒川、上中山、新荒川、瑞波

２

川　　東

上大友、下大友、車野、西姫田、石喜、
敦 賀 、 下 高 関 、 下 岡 田 、 上 岡 田 、 
宮古木、小戸、板山、上車野、田貝、 
虎 丸 、 上 三 光 、 下 三 光 、 上 楠 川 、 
下 楠 川 、 東 姫 田 、 南 楯 、 上 羽 津 、 
下羽津、本間新田、長峰

３

菅　　谷

上荒沢、溝足、熊出、丸市、下中山、 
横山、上寺内、下寺内、〆切（蔵光）、
東宮内、中妻、黒岩、麓、上中江、 
下中江、北中江、中倉、蔵光、菅谷、 
小出、繁山、下石川、中川、丸山、
滝、上石川

２

豊　　浦 旧豊浦町の区域 ３

紫 雲 寺 旧紫雲寺町の区域 ２

加 治
加 治 川

館野小路、新保小路、茗荷谷、金津、 
〆切（早道場）、早道場、上館、新屋敷、 
下 中 、 下 今 泉 、 上 小 松 、 下 小 松 、 
三日市
旧加治川村の区域

３

◀ 農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数 ▶



農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
終
え
て
～ 

令
和
元
年
11
月
14
日
、
15
日 

～

「遊佐町農業委員会」研修

道の駅 鳥海「ふらっと」外観道の駅 鳥海「ふらっと」店内

4令和２年１月号

　
日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て
い
る
鳥

海
山
を
擁
す
る
山
形
県
飽あ

く

海み

郡
遊ゆ

佐ざ

町ま
ち

の
「
遊
佐
町
農
業
委
員
会
」
を
訪
れ
、

農
地
の
高
集
積
化
や
耕
作
放
棄
地
の
解

消
状
況
に
つ
い
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
同
町
は
山
形
県
の
最
北
部
に
あ
る
人

口
約
１
万
４
千
人
の
町
で
、
基
幹
産
業

は
水
稲
を
主
と
す
る
農
業
で
す
。
平
成

27
、
28
年
度
に
Ｊ
Ａ
の
支
援
の
も
と
、

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
５
つ
の
農
事

組
合
法
人
が
設
立
さ
れ
、
同
町
の
農
地

の
71
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
２
，８
１
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
法
人
や
認
定
を
受
け
て

い
る
経
営
体
に
集
積
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
が
で
き
る

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
町
農
業
委
員
会
で
は
農
地
中
間
管

理
事
業
を
活
用
し
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関

と
相
談
・
連
携
し
な
が
ら
５
法
人
を
中

心
に
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
り
、

作
業
の
効
率
化
、
経
営
基
盤
の
安
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

と
連
携
し
て
「
遊
佐
町
特
産
焼
酎
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
図
る
た
め
耕
作
放
棄
地
を
借

り
上
げ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
て
酒

造
会
社
に
生
産
を
委
託
し
、
本
格
芋
焼

酎
「
耕
作
く
ん
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

遊
佐
町
で
は
新
発
田
市
よ
り
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
や
集
約
化
が
進
ん
で
お

り
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

浜
の
味
、
里
の
味
が
揃
う

　
次
の
視
察
地
は
農
海
産
物
直
売
所

で
、
遊
佐
町
に
あ
り
国
道
７
号
線
に
面

し
た
道
の
駅
鳥
海
「
ふ
ら
っ
と
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
遊
佐
町
が
交
流
人
口

の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
平
成
８
年
に
設
立
さ
れ
た
第
３
セ

ク
タ
ー
が
管
理
運
営
し
て
い
る
施
設
で

す
。
店
内
に
は
青
果
物
、
鮮
魚
、
特
産

物
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
出

品
者
（
会
員
制
）
に
よ
っ
て
直
接
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
恵
み
を
受
け
た
農
産
物
と
海

産
物
の
販
売
は
好
評
と
の
こ
と
で
す

が
、
課
題
と
し
て
冬
期
間
の
野
菜
品
目

の
充
実
、
加
工
品
の
研
究
開
発
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。



「遊佐町農業委員会」研修

耕作放棄地対策　芋焼酎「耕作くん」

▼ JA 鶴岡「もんとあーる」店内

◀ JA 鶴岡「もんとあーる」外観

JA 鶴岡「もんとあーる」研修

5 令和２年１月号

　
２
日
目
の
視
察
地
は
農
産
物
直
売
所

で
、鶴
岡
市
の
Ｊ
Ａ
鶴
岡「
も
ん
と
あ
ー

る
」
白
山
店
を
訪
問
し
ま
し
た
。「
も
ん

と
あ
ー
る
」
と
は
「
物
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
」
と
の
こ
と
。

　
こ
の
農
産
物
直
売
所
で
は
地
場
産
の

ほ
か
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
と
提
携
し
て
県
外

の
特
産
品
販
売
に
も
力
を
入
れ
、
毎
月

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
集
客
を

大
き
く
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
品
者
で
あ
る
会
員
の
合
意

を
得
て
、
店
頭
へ
の
商
品
の
搬
入
を
午

前
８
時
半
ま
で
に
制
限
し
た
こ
と
に
よ

り
、
午
前
９
時
の
開
店
時
に
は
全
て
の

商
品
の
品
揃
え
が
可
能
と
な
り
、
午
前

中
の
客
数
、
客
単
価
と
も
に
増
加
し
た

と
分
析
し
て
い
ま
し
た
。
課
題
と
し
て

は
白
山
店
に
お
客
様
が
集
中
し
、
他
の

２
店
の
売
上
が
伸
び
て
い
な
い
こ
と
と

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
全
体
で
は
実

績
を
残
し
て
い
る
と
し
て
、
担
当
者
は

笑
顔
で
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

（
小
池
信
義 

委
員
）



6令和２年１月号

農
地
調
整
部
会部

会
長
　
鹿
島 

芳
夫

農
政
推
進
部
会部

会
長
　
星
野 

幸
雄

情
報
活
動
部
会部

会
長
　
津
村 

　
賢

　
新
た
な
農
業
委
員
会
制
度
が
施
行
さ
れ
て
以

来
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
が
重
要
な
業
務
に

な
り
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て
も
よ

り
一
層
の
活
動
を
推
進
す
べ
く
、
農
地
利
用
の

状
況
把
握
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
解
消
に

向
け
た
取
組
活
動
等
を
計
画
し
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

『
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
』

　
前
年
度
の
農
地
利
用
状
況
調
査
結
果
を
基

に
、
遊
休
農
地
や
無
断
及
び
違
反
転
用
地
に
つ

い
て
市
内
を
10
地
区
に
分
け
て
、
８
月
に
10
日

間
に
渡
り
調
査
し
ま
し
た
。
耕
作
可
能
な
農
地

は
将
来
の
た
め
に
健
全
に
維
持
し
た
い
も
の
で

す
。

『
現
地
調
査
』

　
８
月
末
に
新
規
就
農
者
の
営
農
地
や
地
域
で

頑
張
る
農
業
生
産
法
人
等

を
巡
回
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
希
望
に
満
ち
将
来
を
見

据
え
た
行
動
力
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
営
農
努
力

に
は
感
服
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
る
新
し
い

年
の
始
ま
り
で
し
た
。
今
年
は
新
制
度
に
よ
る

委
員
の
最
後
の
活
動
の
年
に
な
り
ま
す
の
で
、

農
業
者
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

『
委
員
の
研
修
及
び
視
察
研
修
の
企
画
、
立
案
』

　
昨
年
11
月
に
、
山
形
県
遊
佐
町
及
び
鶴
岡
市

を
訪
問
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
先
進
事

例
な
ど
有
意
義
な
視
察
研
修
が
で
き
ま
し
た
。

『
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
』

　
今
年
も
「
市
政
に
届
け
よ
う
！
農
業
者
の
声

を
」
を
テ
ー
マ
に
２
月
下
旬
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
中
山
間
地
以
外
の
方
に

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
活
発
な
意
見

交
換
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

『
農
業
者
年
金
加
入
推
進
及
び
研
修
会
の
開
催
』

　
昨
年
7
月
に
県
農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
い

て
農
業
者
年
金
の
研
修
を
行
い
、
さ
ら
に
県
農

業
会
議
主
催
の
研
修
会
に
も
出
席
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
加
入
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
宅
に
地
区
担
当

委
員
が
訪
問
し
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
情
報
活
動
部
会
で
は
、各
地
域
農
業
の
情
勢
、

日
頃
の
農
業
委
員
会
活
動
、
農
地
法
・
農
業
委

員
会
法
等
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
分
か
り

や
す
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

『
新
発
田
市
農
業
委
員
会
広
報
誌�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
「
さ
わ
や
か
」
の
発
行
』

　
当
委
員
会
や
市
か
ら
の
お
役
立
ち
情
報
を
は

じ
め
、新
た
に
挑
戦
を
始
め
た
新
規
就
農
者
や
、

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
奮
闘
す
る
農
業
者
・

組
織
・
農
業
関
連
の
方
々
に
、
地
域
の
魅
力
や

今
後
の
抱
負
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
多
く

の
方
に
共
感
さ
れ
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
紹
介
し
て
い
ま
す
。

『
全
国
農
業
新
聞
』

　
新
発
田
で
の
農
業
に
関
す
る
出
来
事
や
、
話

題
等
を
投
稿
し
、
全
国
に
向
け
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
新
発
田
市
農
業
の
魅
力
の
発
信

と
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め
、
皆
様
に
愛
読

さ
れ
る
広
報
誌
と
な
る
よ
う
部
会
委
員
一
同
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

「
各
部
会
の
活
動
報
告
」



7 令和２年１月号

「平成31年（令和元年）中に公告した新発田市の農地賃借料
情報」は、「広報しばた」２月17日号に掲載されます。

農業者年金基金 検索 https://www.nounen.go.jp詳しくは…

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJAまたは農業者年金基金に
お問い合わせください。

●相談員
TEL：03-3502-3199

●企画調整室
TEL：03-3502-3942

独立行政法人 農業者年金基金

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

ポイント

1 農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
①年間60日以上農業に従事し、国民年金第1号被保険者（保険料免除者を除く。）である60歳未満の方が
加入できます。
高齢農家世帯の家計費は、月額約２３～２４万円というデータがあります。
国民年金の支給額は、最大で一人あたり月約６万５千円。これを夫婦でもらっても毎月１０万円の赤字です

ので、国民年金の上乗せ年金として農業者年金に加入しましょう。

②農業者年金は、積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い。
農業者年金は、経営状況や老後の生活設計に応じて、保険料を加入後いつでも月２万円～６万７千円の範囲で、

千円単位で変更でき、年払いもできます。また、途中で脱退・再加入もできます。なお、脱退した場合、払った保険料
は年金を受給するまで運用し続け、加入期間に関わらず、年金として受給できます。（脱退一時金はありません。）

ポイント

2 一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助
があります。

認定農業者で青色申告している方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の要件を満た
す方には、保険料の国庫補助（月額2万円の保険料のうち最高１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
この国庫補助は、経営継承など一定の要件を満たせば、将来特例付加年金として受給できます。また、経営継

承の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

ポイント

3 生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります
●支払った保険料は、家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、
所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。（支払った保険料の１５％～３０％程度が節税）。

●保険料の運用益が非課税　　●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

死亡一時金もあり安心
80歳前に死亡した場合には、80歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として遺族が

受け取れます。　※加入期間等により払込額を下回る場合があります。

農
業
者
の
方
は
、

に
加
入
し
て
安
心
で
豊
か
な
老
後
を
！

国
民
年
金
の
上
乗
せ
の
公
的
な
年
金
「
農
業
者
年
金
」

知

っ

て

得

す

る

農

業

者

年

金

終身年金で

安心！

加入で大きな節税効果！保険料は全額社会保険料控除の対象

◎農業委員会からのお知らせ



令和２年１月号 8

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL�0254-33-3119

今回は、豊浦地区池ノ端にお住まいの姉﨑信弘さん
のお宅におじゃましました。　 （担当：榎本信彦委員） 

　

姉
﨑
家
は
信の

ぶ

弘ひ
ろ

さ
ん
、
妻
の
由ゆ

紀き

子こ

さ
ん
、
長
女
明あ

す日
美み

さ
ん
、
長
男

日ひ
な
た向
君
、次
男
歩あ

ゆ
む

君
、父
の
鉄て

つ

義よ
し

さ
ん
、

母
ト
シ
さ
ん
、
祖
母
ト
イ
さ
ん
の
８

人
家
族
で
す
。

　

経
営
内
容
は
、
水
稲
30
ha（
つ
き

あ
か
り
・
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
・
コ

シ
ヒ
カ
リ
・
新
之
助
・
あ
き
だ
わ
ら
）

を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。
ほ
場
整
備

に
伴
い
受
託
面
積
も
増
え
、
４
年
前

に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
作
業

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

信
弘
さ
ん
は
２
年
前
に
鉄
義
さ
ん
か

ら
経
営
委
譲
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
青
年

農
業
士
会
新
発
田
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
長

も
務
め
、
県
内
に
多
く
の
農
業
者
の

仲
間
が
い
る
そ
う
で
す
。

　

妻
の
由
紀
子
さ
ん
は
、
農
業
の
傍

ら
市
内
の
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で

パ
ン
教
室（
月
４
回
）の
講
師
を
務
め
、

自
家
製
米
粉
パ
ン
も
作
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
乗
り
こ

な
し
、
農
作
業
の
準
備
や
ら
、
段
取

り
や
ら
機
転
を
利
か
せ
て
仕
事
を
こ

な
し
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
心
強
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
直
接
販
売
を
も
っ

と
増
や
し
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
米

作
り
を
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
「
お
借
り
し
て
い
る
農
地

に
は
先
祖
か
ら
の
様
々
な
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
地
主
さ
ん
を
始
め
、

そ
の
地
域
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い

を
大
切
に
し
て
、
一
生
懸
命
お
米
を

作
り
た
い
。
仕
事
に
幸
せ
を
感
じ
ま

す
し
、
天
職
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
目

を
輝
か
せ
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

米
作
り
は
天
職

編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記
　農作物の出来は日照、降雨、気温等々

自然の恵みの賜物であり、稲作に例えれ

ば、その自然の恵みを受けることを前提

に品種改良、多収穫、高品質を目指して

絶えず研究・努力がなされてきたところ

です。しかし、近年は台風・強風、高

温、豪雨等自然の猛威による災害が頻発

し、それも収穫間近での災害により一年

間の苦労が報われない年が多くなりまし

た。昨年は、新潟県産コシヒカリの高温

障害による記録的な品質低下が問題にな

り、行政でもその対応策が検討されてい

るところです。自然災害に個々の農家が

対策することには限りがありますが、長

期的な視点に立ち、農業における基本で

ある土づくりから始めるのも一つの方策

かもしれません。

　（菅原昭榮 委員）
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インフォメーション

　田は、作付けが始まると、権利の調整が難しく
なりますので、原則として４月が売買や貸し借り
の権利移転の最終月になります。
　田の売買や貸し借りを予定されている方は、早
めに農業委員会に書類を提出してください。
◎�畑は、作物の権利調整がついていれば、売買や
貸し借りの書類を通年で受け付けています。

農地（田）の権利移転の
手続きは､

４月10日（金）までに


